
世界的に問題になっている抗菌薬の適正使用管理
が，今，薬剤師に求められています．広い抗菌スペク
トルがあり，効果が期待されるからキノロン系やカルバ
ペネム系抗菌薬などを使おうという時代ではありませ
んが，実際にどういった抗菌薬を使用したらよいのでし
ょう．

経験的治療（エンピリックテラピー）では症状や患者
背景から起因菌を推定し，標的治療（デフィニティブテ
ラピー）では，確定した起因菌に対して抗菌薬を選ぶ
ことになりますが，いずれにしても細菌に効果的な抗菌
薬を知らなければなりません．添付文書をみても抗菌
薬の適応菌種が数多く書かれていて，実際，ある特定
の菌に抗菌薬を選択するとなると迷ってしまうことが多
いのではないでしょうか．とくに近年は同じ細菌でも耐
性菌が出現し，本当に使用してよい抗菌薬がわかり難
くなっています．

実際の治療ではさらに感染経路（臓器）や宿主（患者
さん）の状態を考慮して，同じ菌でも，尿路感染症な
のか呼吸器感染症なのか，また患者さんが易感染性な
のかどうかによっても抗菌薬の選択を変える必要があり
ます．

感染症治療の書籍は数多く出版されていますが，一
見，複雑にみえる感染症治療を，図を交えて実践的
にやさしく学べる書籍が本書です．本書の構成は，病
原微生物について，感染症について，抗菌薬につい
て，と3 部に分け，それぞれの専門的な内容が非常に
わかりやすくまとめられています．まず細菌を理解しな
ければなりませんが，臨床で重要な病原微生物を整理
し，それぞれの菌がどのような感染症を引き起こしやす
く，どういった抗菌薬が有効なのか，実臨床にそったポ
イントが的確に解説されています．感染症の視点から
も，感染症を引き起こしやすい菌は何なのか，具体的
な検査・診断から治療まで書かれ，感染症状と細菌に
効果的な抗菌薬の選択を理解することができます．抗
菌薬の目線でも，抗菌薬がどういった菌に有効なの

か，同じ系列の抗菌薬同士で比較がなされ，それぞれ
の感染症治療における抗菌薬の位置づけが明確に示
されています．

これまでは多くの菌種，抗菌薬の使い分けについて
添付文書を抜粋して羅列したような書籍や専門過ぎて
難しい書籍が目についていましたが，本書は，こんな
書籍があったらいいなと思っていた要点を押さえた素
晴らしい書籍になっています．執筆者が実臨床で経験
豊富な薬剤師であり，また教育の面からも優れた先生
方であるからこそできあがった書籍だと思います．感
染症治療における抗菌薬の選択について，これから抗
菌薬や感染症治療について学びたい薬剤師，研修
医，学生まで，幅広い層に読んでいただける，本当
におすすめしたい一冊です．
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